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「
共
謀
罪
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
よ
る
改
正
後
の
組
織
的

な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六
号
。
以
下
「
改
正
後
組
織
的
犯
罪

処
罰
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
の
二
の
罪
（
以
下
「
共
謀
罪
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
以
下
を
質
問
す
る
。

一

「
共
謀
罪
」
の
公
訴
時
効
の
進
行
に
つ
い
て
、
前
回
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
「
内
閣
衆
質
一
九
三
第
二
五
八
号
」
に

お
い
て
、
「
そ
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
行
為
の
う
ち
、
『
最
終
の
行
為
が
終
つ
た
時
』
か
ら
起
算
さ
れ
る
」
と
さ
れ
た
。

以
下
を
質
問
す
る
。

�

「
そ
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
行
為
」
と
し
て
、
計
画
行
為
ま
た
は
準
備
行
為
以
外
に
あ
り
得
る
の
か
。
あ
る
場
合

は
、
何
が
構
成
要
件
に
該
当
す
る
行
為
に
当
た
る
か
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

�

犯
罪
の
計
画
行
為
と
そ
の
後
の
準
備
行
為
が
な
さ
れ
、
「
共
謀
罪
」
が
成
立
し
た
場
合
に
お
い
て
、
犯
罪
の
計
画
は
存

続
し
て
い
て
も
、
計
画
行
為
や
準
備
行
為
等
の
新
た
な
行
為
が
な
さ
れ
な
い
と
き
、
公
訴
時
効
は
準
備
行
為
が
終
了
し
た

時
か
ら
起
算
さ
れ
る
と
解
し
て
よ
い
か
。

�

「
共
謀
罪
」
が
一
度
成
立
し
た
後
、
当
初
の
計
画
が
修
正
さ
れ
た
場
合
、
公
訴
時
効
の
起
算
点
は
計
画
の
修
正
行
為
が

一



終
わ
っ
た
時
と
な
る
か
。

�

公
訴
時
効
は
共
犯
の
場
合
、
「
最
終
の
行
為
が
終
つ
た
時
か
ら
、
す
べ
て
の
共
犯
に
対
し
て
時
効
の
期
間
を
起
算
す

る
」
（
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
五
十
三
条
第
二
項
）
と
さ
れ
て
い
る
。
「
共
謀
罪
」
が
成
立
し
た
後
で
共
謀
関
係
か
ら
離
脱

し
た
場
合
、
そ
の
者
に
つ
い
て
の
公
訴
時
効
は
な
お
他
の
犯
人
と
同
様
に
進
行
す
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
他
の
犯
人
と
は

独
立
に
進
行
す
る
の
か
。

�

前
項
で
他
の
者
と
は
独
立
に
公
訴
時
効
が
進
行
す
る
と
し
た
場
合
、
起
算
点
は
共
謀
関
係
か
ら
の
離
脱
前
に
行
わ
れ
た

最
終
の
計
画
行
為
ま
た
は
準
備
行
為
が
終
了
し
た
時
と
解
し
て
よ
い
か
。

二

「
共
謀
罪
」
と
予
備
罪
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
を
質
問
す
る
。

�

あ
る
犯
罪
の
計
画
に
つ
い
て
成
立
す
る
「
共
謀
罪
」
の
法
定
刑
よ
り
も
、
当
該
犯
罪
の
予
備
罪
の
法
定
刑
が
軽
い
場
合

が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
「
共
謀
罪
」
が
成
立
し
た
後
に
予
備
行
為
を
行
っ
た
者
に
つ
い
て
、
予
備
罪
は
成
立
し
な
い
の

か
。
そ
れ
と
も
予
備
罪
も
共
に
成
立
す
る
の
か
。

�

前
項
で
予
備
罪
も
成
立
す
る
と
し
た
場
合
、
「
共
謀
罪
」
と
予
備
罪
は
ど
の
よ
う
な
罪
数
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
、

法
定
刑
が
決
め
ら
れ
る
の
か
。

二



�

前
々
項
で
予
備
罪
は
成
立
し
な
い
と
い
う
場
合
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
き
成
立
が
否
定
さ
れ
る
の
か
。

三

「
内
閣
衆
質
一
九
三
第
二
五
八
号
」
に
お
い
て
、
「
改
正
後
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
六
条
の
二
の
罪
が
成
立
し
た
後
、
そ

の
計
画
に
基
づ
き
犯
罪
が
実
行
さ
れ
た
場
合
は
、
計
画
し
た
者
に
は
実
行
し
た
犯
罪
の
共
同
正
犯
が
成
立
す
る
」
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
き
、
以
下
を
質
問
す
る
。

�

「
共
謀
罪
」
成
立
後
、
計
画
に
基
づ
い
た
犯
罪
が
実
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、
「
共
謀
罪
」
が
成
立
す
る
「
計
画
し
た

者
」
に
つ
い
て
は
、
共
犯
関
係
か
ら
の
離
脱
に
よ
っ
て
無
罪
と
な
る
場
合
は
な
い
と
解
し
て
よ
い
か
。

�

「
共
謀
罪
」
成
立
後
、
計
画
に
基
づ
い
た
犯
罪
が
実
行
さ
れ
た
場
合
、
「
共
謀
罪
」
が
成
立
す
る
「
計
画
し
た
者
」
に

つ
い
て
、
共
同
正
犯
で
は
な
く
幇
助
犯
な
い
し
教
唆
犯
が
成
立
す
る
場
合
は
な
い
と
解
し
て
よ
い
か
。

四

「
内
閣
衆
質
一
九
三
第
二
五
八
号
」
で
の
「
五
に
つ
い
て
」
の
回
答
に
関
し
て
、
以
下
の
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
そ
の
目
的
・
・
・
を
実
現
す
る
行
為
」
に
い
う
「
目
的
」
と
は
、
「
結
合
関
係
の
基
礎
と
し
て
の
共
同
の
目
的
」
た

る
「
別
表
第
三
に
掲
げ
る
罪
を
実
行
す
る
」
目
的
に
限
定
さ
れ
る
の
か
。

�

答
弁
に
お
い
て
「
そ
の
・
・
・
意
思
を
実
現
す
る
行
為
」
に
い
う
「
意
思
」
と
は
「
個
々
の
構
成
員
の
意
思
を
離
れ
た

団
体
と
し
て
の
意
思
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
「
結
合
関
係
の
基
礎
と
し
て
の
共
同
の
目
的
」
と
さ
れ
た
「
別
表
第
三

三



に
掲
げ
る
罪
を
実
行
す
る
こ
と
」
と
の
関
係
性
は
必
要
で
あ
る
か
。

�

答
弁
に
お
い
て
「
反
復
し
て
行
わ
れ
る
も
の
」
と
は
「
反
復
し
て
行
わ
れ
る
と
い
う
性
質
を
有
し
て
い
る
も
の
」
を
い

う
と
し
て
い
る
。
「
反
復
し
て
行
わ
れ
る
も
の
」
と
い
い
得
る
た
め
に
は
、
「
そ
の
目
的
又
は
意
思
を
実
現
す
る
行
為
の

全
部
又
は
一
部
」
が
現
に
反
復
し
て
行
わ
れ
て
い
る
必
要
は
な
い
と
解
し
て
よ
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。

四


